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新製品・サービスのご紹介�

�
�
�
　今年2月に設立された「カスタマーソリューションコンサルティングセ
ンター」のサービスの一つとして、7月よりナレッジマネジメントの導入を
トータルにサポートする「ナレッジマネジメントソリューションサービス」を
開始しました。  �
　設立以来、同センターでは業務改善（BPR）、ISO9000取得、ソフト
ウェアプロセス改善のコンサルティングを実施してきました。その中で
ナレッジマネジメントに関するコンサルティングの要望が顧客から強く
あったため、従来の方法論をベースに適用を行ってきました。�
　同サービスは、この要望に応えた実績を基に方法論を再編し、ナレ
ッジマネジメントソリューションとして提供いたします。本ソリューション
では、コンサルティングを中心にナレッジマネジメントシステム（支援ツ
ール、ドキュメント管理ツール、ワークフロー等）の導入から構築・運用
など総合的に支援を行います。 �
＜お問合せ＞�
NTTソフトウェア株式会社 カスタマーコンサルティングセンター�
担当／圓石（えんせき）／猪尾（いお） TEL：045-212-7967 �
�
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�
�
�
�
　当社と日本ヒューレット・パッカード株式会社は、この程、7月中旬よ
りEAI製品「ActiveWorks」にヒューレット・パッカード社製のワークフ
ロー・エンジン「HP Changengine」を組み込んだ連携製品「HP Ch-�
angengine＋ActiveWorks」の販売活動を共同で進めることで合意
しました。  �
　当社が日本での総代理店権を持つEAI製品「ActiveWorks」を、ヒ
ューレット・パッカード社製品のワークフロー・エンジン「HP Changen-�
gine」に組み込むことによって、変化し続けるビジネス環境やニーズに
適応していくためのより強力なソリューションを提供することが可能と
なります。この連携製品「HP Changengine＋ActiveWorks」で、両
社は日本のテレコム市場に対する販売活動を開始し、顧客獲得を目
指します。今回の連携製
品「HP Changengine＋ 
ActiveWorks」を利用す
ることにより、企業は既存
のシステムを生かし、統
合された環境で、迅速、
簡単にワークフローを実
現できるようになります。
さらに、企業が新たなサ
ービスの提供などのビジ
ネス展開を図る場合にも、
ITコストの増加を抑え、容
易に、短期間にワークフ

ローの実現をサポートします。�
＜お問合せ＞�
NTTソフトウェア株式会社 eエンタープライズ事業部�
担当／田島 TEL：03-5782-7204�
�
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�
�
�
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  当社と住商エレクトロニクス株式会社は、IPメディエーション機能製
品メーカーである米国ナルス社(NARUS,　Inc.）の製品に関し、7月5日、
日本で最初の販売代理店契約及び公認システムインテグレータ(SI)
契約を締結しました。  �
　この契約により、両社は、ナルス社のIPメディエーション製品「NARUS 
BMS(Billing Mediation System」と「NARUS Intelligence」の販売
を開始し、NTTソフトウェアはSIを中心に、住商エレクトロニクスは同製
品に必要なハードウェアの販売と保守を中心として、共同で国内ビジ
ネス展開を進めていきます。 �
＜お問合せ＞�
NTTソフトウェア株式会社 インターネットソリューション事業部�
担当／西澤、網代 TEL：03-5782-7203�
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�
　展示会・各種セミナなどのイベントの顧客管理から、企業の効果的
な営業活動までをトータルにサポートするASPサービス「BizFront(ビ
ズフロント)」を9月1日より開始しました。 �
　企業にとってプライベート展示会やセミナなどのイベントは、新規顧
客の開拓や既存顧客への販売拡大のための有効な情報収集の場と
して、マーケティング活動上重要な役割を担っています。しかし、このよ
うなイベントの顧客管理システムは、イベント毎の構築・使いきりとなっ
ていることが多く、システム構築にかかる費用や業務が主催者企業の
負担となっているのが現状です。 �
　「BizFront」は、ASPサービスでイベント顧客の管理をするため、イ

※名称がwebMethods Enterpriseに変わりました。�

9月1日�

展示会・セミナなどの顧客管理ワークフローを�
インターネットを利用してトータルにサポートする�
ASPサービス「BizFront」を開始 

7月5日�

NTTソフトウェア株式会社、�
住商エレクトロニクス株式会社、�
米国ナルス社(NARUS,Inc.)との販売代理店�
及び公認システムインテグレータ契約を締結 

7月1日�

ナレッジマネジメント導入をトータルにサポートする�
「ナレッジマネジメントソリューションサービス」を開始�

7月中旬�

EAI製品「ActiveWorks」  、�
ワークフロー・エンジン「HP Changengine」�
の連携製品で日本でのビジネス展開を開始�

※�
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活動と行事�

多数の企業が参加した�
“Billng2000”�

Portal社のブース�

�
�
�
�
　インターネットビジネスでの競争力は課金の柔軟性で決まると言われ、
最近ビリング（課金）システムが注目されています。こうした中で、この
業界最大のイベントが、Telestrategies社（注1）というアメリカの会
社が毎年１回開催している"Billing2000"です。今年は10回目でアメ
リカの首都、Washington DCで開かれました。参加者はキャリア系
の幹部、技術者などが主で、参加費も比較的高額でかなり専門的な
こと、また日本では市場がこれから立ちあがるところなので、日本からの
参加者はごく限られていました。�
　このイベントは、大量のカンファレンスとビリング関連製品の展示
会から構成されていました。今回初めて、いわば日本代表に近い形で
参加しましたので、その雰囲気をご紹介します。なお、NTTソフトウェア
は、現在米国で有力なビリングソフトベンダーであるPortal社のビリ
ングパッケージ"Infranet"の国内最大のデストリビュータです。�
�
�
　�
　このイベントは、もともと電話系ビリングの展示会やカンファレンスで
したが、ここ２、３年は世の中のトレンドと同じようにIP系ビリングの方向
にシフトしてきています。展示会自体はたくさんの人が訪れており、カン
ファレンスに至っては立ち見がでるほど盛況でした。トータルで４日間の
スケジュールで、Pre-Conference Tutorialに１日、その後２日間の展
示会とカンファレンスがあり、最終日にPost-Conference Workshop
がありました。カンファレンスの中で、Portal社のCEO、John Littleが、
"The Death of Convergence-The Internet Changes Everything"と
いうテーマで講演していました。「電話系のOld Worldはもう終わり、イ
ンターネット系のNew Worldの時代である」という内容であり、かつIn-
franetの優位性を強調する講演でした。�
　今後の市場予測としては、ISPだけのビジネスは成り立たないためか、
各カンファレンスでIPDR（Internet Protocol Detail Record）（注2）、
VoIP（Voice over IP）（注3）、ASP、CATV、Wireless等がキーワード
としてしきりに出ていました。�
　今回、Billing2000という展示会に出席して、Portal社のInfranetは
IP-Billing業界では、上位３本の指に入ると改めて実感できました。２
年半前にこの業界に目をつけただけでなく、Infranetに目をつけたNTT
ソフトウェアの選択は間違ってはいなかったと思います。しかし、現在で
はすでにたくさんの大手及びベンチャー企業がビリングソフト業界に名
乗りを挙げてきており、今後、Portal社が絶対的な地位を保つかどうか

ベント主催企業がインフラ整備や設備購入する必要がありません。こ
のため、システム運用にかかる費用・業務負担を軽減し、安価で効果
的な顧客管理が可能となります。また、展示会やセミナの参加申し込
みなど予約関連業務から、製品案内などのダイレクトメール配信、来場
者へのお礼状配信まで、インターネットを利用してトータルにサポートし
ます。 �
＜お問合せ＞�
NTTソフトウェア株式会社 インターネットビジネスセンター�
担当／小牧、山田、小林 TEL：045-212-7938､7939�
�
�
�
�
�
　９月14日（木）、エンターテイメントサイト「Goraku屋」がオープンしま
した。このサイトは、日本テレビ音楽株式会社がライセンスをもつ音楽
を中心に、テレビなどで紹介されたおなじみの楽曲や新人アーティスト
の楽曲・グッズなどを、イベントやコラムなどと連携して提供します。こ
のサービスを通じ、著作権保護機能を備えたコンテンツ配信サービス
の事業化を目指します。サービスメニューの一つとして、過去の日本テ
レビ番組のテーマソングや劇中音楽をはじめ、アニメ音楽の配信サー
ビスを開始します。 �
　当社では、鍵データ配信や決済機能を含めたトータルなコンテンツ
配信システムを自社で運用したいと考える音楽コンテンツ事業者向け
の一括したＳＩ事業も行っていきます。 �
＜お問合せ＞�
Goraku屋担当（info_g@gorakuya.net）�
Goraku屋　http://www.gorakuya.net/index3.html

9月14日�

音楽を中心とした総合的なエンターテイメントサイト�
Goraku屋オープン 

Billingシステム最新動向�

（注1）Telestrategies社(http://www.telestrategies.com)はアメリカでBillingやOSS業界を調査して
いる会社で、"Billing World"(http://www.billingworld.com)という雑誌を発行しています。�
�
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インターネットソリューション事業部�

藤原敬史�

　ここ数年の彼らと我々の努力にかかってくるのは間違いないでしょう。
今後、日本ではNTTソフトウェアのような技術指向のインテグレータと
先端パッケージの組み合わせというフォーメーションの重要性がますま
す高まるという実感を持ちました。�
�
（注2）IPDR（Internet Protocol Detail Record）�
インターネットにおけるユーザの利用状況データを格納するオープンな
フォーマット。プロバイダ（ISP）やキャリア、インターネット電話（VoIP）、
アプリケーションホスティング、VPNなど、さ�
まざまな種類の業者が利益を分配できる標�
準規格。�
（注3）VoIP（Voice over Internet Protocol）�
インターネットやイントラネットなどのTCP/IPネ�
ットワークを使って音声データを送受信す技�
術。社内LANを使った内線電話や、インター�
ネット電話などに応用されている。�
�
�
�
�
�
　「On E-Challenge」－お客様とともに成功を目指します－ をメイン
テーマにかかげ、7月5日（水）～6日（木）までの２日間、NTT  SOFT Sol-
ution Fair2000を開催しました。�
　展示期間中、述べ4870名のお客様にインフォメーションテクノロジ
とネットワーキングテクノロジの融合による、革新的ネットワーキングテ
クノロジを駆使し、高品質なソフトウェアソリューションをご提案致しまし
た。�
　今後ますます拡大するネットワーク環境に応えた、当社の具体的な
ソリューションをご理解頂けたと思います。多数のご来場、誠にありが
とうございました。 （P26参照）�
�
（P26参照）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
  当社は、ＩＩＪ、ＮＴＴコミュニケーションズと共に、2000年12月18日、19
日の2日間、グランキューブ大阪（大阪国際会議場）で開催される「G-
lobal IPv6 Summit in Japan」のメインスポンサーを努めます。Gro-
bal IPv6 Summitは世界各地で開催されており、当社ではインターネッ
ト技術センターと2000年9月に設立したIPv6センターが中心となり、
Gloval IPv6 Summitを支援しています。�
＜お問合せ＞�
NTTソフトウェア株式会社 インターネット技術センター �
TEL：03-5782-7291 �
参加お申し込みhttp://www.jp.ipv6forum.com/japanese/top.html
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教育分野のトータルソリューション事業開始により、インターネットを活
用した教育システム市場に本格参入（P9参照）�
＜お問合せ＞�
NTTソフトウェア株式会社ネットワークライフ事業部�
担当：渡辺、池田　Tel：03-5782-7205�
�
�
�
�
�
都会で働く女性を主要ターゲットと�
する本格的ブランドモールが誕生�
 （P32参照）�

7月5～6日�

SolutionFair2000閉幕�

その他の報道発表�

6月29日�

教育トータルソリュ－ション「EduCAPRING」�
を提供開始�

7月3日�

女性に人気のブランドショップを一堂に集めた�
新しいコンセプトの次世代eモール�
「BaySide25」がオープン 9月1日�

Global IPv6 Summit in Japan �
開催のお知らせ 
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センター通信�
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　Java関連技術カンファレンスでの発表によると、全世界のJava
開発者は130万人にのぼると言われています。2000を越える関連
書籍が出版され、Javaの開発キットは累計800万回ダウンロードさ
れました。そして金融機関などミッションクリティカルな企業システム
への採用も目立つようになってきています。弊社の開発業務に用い
る機会が増えてきていることからも、Javaが普及期を迎えたのは間
違いないでしょう。携帯電話への搭載など新たな展開をみせながらも、
Javaはインターネットアプリケーション開発の主力言語として、その
地位を確立しようとしています。�
�
�
　NTTソフトウェアJavaセンターは、全社を横断した自由な情報交
換や社外との技術交流を目的に、1998年に発足した技術者集団
です。企業システムや大規模ECサイトをJavaで構築するためのノウ
ハウ、XMLとJavaを用いた情報流通技術、携帯電話を代表とする
モバイル機器向けJava技術など、Javaに関する最新技術/ビジネス
動向の調査、研究、ノウハウ蓄積に取り組んできました。さらに最近
は、普及期を向かえたJavaの技術者層をより厚くするために、社内
技術セミナーの開催、ベンダ認定技術者の育成、設計手法の社内
展開を手がけています。�
�
�
　「高機能で信頼性が高く、変化に強いインターネットアプリケーシ
ョンを迅速に開発するにはどうしたらよいのか」この答えの一つとして、
Javaアプリケーションサーバと、その中核技術であるEJB（Enterp-

rise Java Beans）が注目を集めています。�
　Javaはマルチプラットフォーム、オブジェクト指向、ネットワーク対
応などの特徴により急速に普及しました。これらJavaの特徴を、
WWWをベースとした企業システムやECサイトといった、サーバサイ
ドのシステム構築に活かす枠組みがJavaアプリケーションサーバで
す。Javaアプリケーションサーバを用い、ビジネスロジックをEJBコン
ポーネントとして部品化/再利用/カスタマイズすることによって、お客
様の目的に合った、スケーラブルで高機能なシステムを迅速に開発
することができます。�
　9月1日、Javaセンター主催により、Javaアプリケーションサーバと
EJBを活用するための社内技術セミナを開催しました。セミナには
社内各事業部の技術者/技術営業担当ら70名が参加し、J2EE（注）
におけるEJB仕様の詳細、市販Javaアプリケーションサーバ製品
の評価から得られたノウハウや、EC向けEJBコンポーネント製品の
調査結果などについて、最新の技術情報を交換しました。�
　めまぐるしく進化するインターネットビジネスにおいて、お客様のビ
ジネスチャンスをすばやく現実のものとするために、また、低コストで
ありながら品質の良いシステムをご提供するために、Javaセンターは
今後も最新技術の社内展開に取り組んでいきます。�
�
（注）J2EE: Java2 Enterprise Edition�
　サンマイクロシステムズ社ほかが提唱するJavaアプリケーション
サーバの標準仕様。JavaアプリケーションサーバやEJBがJ2EE仕
様を満たすことにより、特定ベンダのサーバ製品に依存しないソフト
ウエア部品の構築が可能となる。�
�
　Java、J2EE、EJBは、米国またはその他の国におけるサンマイク
ロシステムズ社の商標または登録商標です。�
�
＜お問い合わせ＞�
NTTソフトウェア株式会社 Javaセンター�
java_office@java.center.ntts.co.jp

普及期を迎えたJava

Javaセンター�
「EJBがインターネットビジネスを加速」�

NTTソフトウェアJavaセンターについて�

注目を集めるEJB
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BaySide Project 営業担当の�
村上佳子、彦坂洋子、渡部瑞枝（左から）　�

技術開発部�
先端システム開発センター�
BaySide Project 営業担当�

彦坂洋子�

�
�
　「BaySide」はNTTソフトウェアが昨年7月にサービスを開始した
インターネット上でのショッピングモールです。当社としては異色のこ
のビジネス。その概要と今後の展開を今号から連載でご紹介します。�
�
　技術開発部の技術力を公開の場で示し、お客様のニーズをダイレ
クトに知りたい。「BaySide」はそんな動機でスタートしたショッピング
モール（e-モール）です。本社が横浜にあることから、「BaySide」と
名づけました。ジャンルはファッション、音楽、書籍などがあり、どのコ
ンテンツも私たち「BaySide」が独自に選ぶイチオシ、をコンセプトに
したセレクトショップになっています。そのため、むやみに店舗数を増
やして拡大することはせず、厳選してブランドイメージを確立すること
に力を入れています。�
　当モールの特徴のひとつとして、音楽や書籍のデジタルコンテン
ツのダウンロード購入があります。たとえば音楽は、音楽圧縮技術と
著作権保護技術からなるネットワークオーディオ方式の「SolidAud-�
io」により、ユーザが安心してご購入いただけるシステムを実現してい
ます。もちろん、購入前のご試聴も可能ですので、その点でも安心し
てお買い物ができます。現在のところ、やはり、この音楽が一番の売
れ筋です。�
　また、商品を提供しているテナント企業に対するサービスの面でも、
他のモールではあまり見られない特徴を持っています。�
  ホームページ作成代行（有料）や運営アドバイスはもちろんのこと、
決済と配送の代行サービスも当社が責任を持って行います。オンラ
インショップ出店の中で、最も煩雑でリスクの高い部分を当社で代行
しますから、e-モールに出店している企業にとっての出店メリットは高
い、といえるのではないでしょうか。�
　もちろん、ユーザへのセキュリティにも万全を期しています。会員
制の採用、SSL（Secure Socket Layer）の導入に加えて、会員専
用の購入ソフト「BaySideヘルパー」をインストールしていただくこと
により、通常のモールよりもはるかに高いセキュリティレベルを確保し
ています。�
　現在のユーザは男性７、女性3の割合ですが、女性ユーザをもっと
増やしたいということもあり、7月7日に女性に人気のブランドショップ
を集めた次世代eモール「BaySide25」をオープンしました。出店す
るのは、レディースインナーウェアの「LIPS（リップス）」、「Franc 
franc（フランフラン）」、「J.（ジェイ・ピリオド）」、「interiArt（インテリ
アート）」、レディースウェア･雑貨の「La.So.La（ラ・ソ・ラ）」、レディ
ス・メンズウェアの「BEAMS（ビームス）」、インテリア･家具の「mod-
a en casa（モーダ・エン・カーサ）」などです。これらのショップは、今
回の「BaySide25」への出店が初めてのオンラインショッピング市
場への参入になります。「BaySide25」は3年後には50店舗の出店、
約50億円の売上げを見込んでいます。�
　この「BaySide25」以外にもさまざまな企
画を考えており、次号以降詳しく報告させてい
ただきたいと思いますので、よろしくお願いしま
す。また、この機会に、ぜひ「BaySide」の
Webサイトもご覧下さい。�
�
BaySide  http://www.bayside.ne.jp/�
BaySide25  http://bayside25.com/
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